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倉光病院でのアディクション治療体制 

 

 

第１号 

依存症 中 期 

トラブルが表面化 依存症 後 期 

人生の破綻 

第 1 号は主に‘アルコール依存症’について、掲載しております。今後は、ギャンブル依存や薬物

依存についてもお伝えしていきます！みなさんの目に触れ、たくさんの回復を支援していきます！ 

くらでぃくしょん 
倉光病院では治療の 3 本柱として依存症（Addiction）治療に取り組んでいます。コロナ禍が長引く中、依存症が身近な病気と

して取り上げられるようにもなりました。‘くらでぃくしょん’を通して、依存症についての理解を深めていただければ幸いで

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

≪アルコール依存症と普通の酒飲みの違いは？？≫ 

アルコール依存症は飲んだその日に発症することはありません。習慣的に飲酒しているうちに、いつしか進行していく病気です。病気の進行

プロセスを表にしました。どの段階からも回復は可能ですが、早期に治療すれば回復も容易です。また、多くの酒飲みが依存症との境界線に

います。この段階なら、飲み方を変えてＵターンすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆アルコール依存症は回復する「病気」です。早期に治療するほど失うものが 

少なく、回復も容易です。本人からは助けを求めないため、周囲からの適切な 

介入が重要になります。周囲がまず専門機関に相談しましょう。 

 

  

 

 

                                        

 

     

 

②外来治療 

外来のみ 

リカバリーセンター通所 

訪問看護利用 

①入院治療（原則 3 か月） 

当院では医師と相談して複数の

治療システムの中から、自分に

あった治療を選択できますよ☆ 

③減酒外来 

詳しくは 

お電話ください 

*ｱﾙｺｰﾙ依存症対象 

スタート地点 

習慣飲酒が始まる 

 

機会あるごとに飲む。 

酒に強くなり（耐性の形成） 

酒量が増加する。 

気分の高揚を求めて飲む。 

依存症との境界線 

精神依存の形成 

ほとんど毎日飲む。酒がないと物

足りなく感じる。緊張をほぐすの

に酒を必要とする。酒量が増え、

ほろ酔い程度では飲んだ気がしな

い。ブラックアウト（記憶の欠落）

が起きる。生活の中で、飲むこと

が次第に優先になる。 

依存症 初 期 

身体依存の形成 

酒が切れてくると、寝汗・微熱・        悪寒・下痢・不眠な

どの軽い離脱症状が出現し始める        が、自覚しないこと

が多い（風邪や体調不良と思う）。     飲む時間が待ちきれず、

おちつかない。イライラする。健康診断で酒量を少なめに申告する。家

族が酒をひかえるよう注意し始める。酒が原因の問題（病気やケガ、遅

刻や欠勤、不注意や判断ミス、飲酒運転検挙など）が起きはじめ、節酒

を試みる。 

二日酔いの朝の軽い手のふるえや恐怖感など、 

酒が切れると出る離脱症状を治すために、 

迎え酒をするようになる。酒が原因の問題（病気やケガ、 

遅刻や欠勤、不注意や判断ミス、飲酒運転での検挙 

など）が繰り返される。家庭内のトラブルが多くなる。自分の酒に後ろめたさを感

じ、攻撃的になる。飲むためにウソをついたり隠れ飲みをしたりする。職場では、

上司からの注意・警告が始まる。 

コントロールして     うまく飲もうとするが、失敗する。一人酒を好むよ

うになる。         食事をきちんととらない。アルコールが切れると

うつ状態や不安におそわれるため、自分を保つために飲まざるをえない。連続飲

酒発作、幻覚（離脱症状）、肝臓その他の疾患の悪化により、仕事や日常生活が    

困難になる。家族や仕事、社会的信用を失い、最後は死に至る。 

 Kuramitsu + addiction＝くらでぃくしょん 
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医療法人社団  飯盛会 

倉光病院
Kuramitsu Hospital 

 依存症専門医療機関 

http://www.kuramitsu-hp.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪回復者のメッセージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

依存症治療プログラム 

ご│案│内 
アルコール依存症 

ギャンブル障害 

薬物依存症 
 

〒819-0037  福岡市西区飯盛 664-１            

外来診療時間はご相談に応じます。基本は午前中です。午後は病棟診療他となります。 

当院は予約制です。 
◇予約なしで来院された場合は、対応できない場合がございます。 

 

休診日：土・日曜日および祝祭日、盆休み、年末年始 

◇ アルコール依存症･ギャンブル障害･薬物依存症でお困りの方は、まず面談を受けます。 

診察後、入院・通院・アディクションリカバリーセンター通所が決定します。 

◇ ご不明な点はご相談ください。 

電話受付時間は平日 9:30～12:45 13:45～17:00 です 

TEL  092-811-1821   FAX  092-812-3649 

≪プログラムの紹介≫ 

‘PAW 治療’って、なぁに？？ 

（急性期後離脱症候群：Post Acute Withdrawal Syndrome）：

急性期の離脱（禁断症状）の収まった後、１～２週間後から出現

してくるもので、2～6 か月後にピークに達する。アルコール・

薬物による神経系の障害・アルコールや薬物なしの生活に対処す

るため生じるストレスから起こる。症状としては、思考のくもり、

記憶の問題、情緒面における過剰反応と無反応、睡眠障害、体調

管理の問題、ストレス対応能力の低下の６つの症状を呈する。

個々に現れる症状を気付き、理解し、回復の助けとします。 

≪家族会のご案内≫ 

当院では依存症問題を抱えているご家族、依存症者と退院後の接し方に不安がある

ご家族、その他依存症に関わりのあるご家族に向けた家族教室を行っています。依

存症とはどういう病気なのか。家族はどのように病気が影響しどのように関われば

良いのかを皆さんの経験を共有しながら行っています。 

毎月 第 2 土曜日：１0：00～11：45 

初回のみ 1,000 円 

その後は何度参加しても追加で料金は頂きません。 

お
気
軽
に 

相
談
く
だ
さ
い
ね
☆

倉光病院 ARC（ｱﾃﾞｨｸｼｮﾝﾘｶﾊ―ﾘｰｾﾝﾀｰ：依存症回復施設）で職員をさせていただいております、吉岡です。治療開始期から社会復帰まで

のお手伝いをさせて頂いています。私自身もアルコール依存症。倉光病院で入院・リハビリを経験した本人です。数々の精神科病院の入

退院を繰り返し、自分自身では身動きができない、こんな酒の飲み方をいつまでも続けられる訳はないとわかっていたが、目をつぶって

いた状態．．．朝起きるとオエっと気持ちの悪さで迎え酒で出勤。会社では酒の臭いを周囲に気づかれないように...それからどこで目を盗

んで酒を飲むか？とにかく、日々、どこで酒を得、うまく飲めるか...という考えばかり。それまでは、普通の酒のみと思っていたが、酒

に振り回される生活。家族からも見放され、飲んでは一息つき、酒が醒めれば自己嫌悪。止めなければいけないが止められないジレンマ

で、現実と対峙しない生活。その頃の記憶は曖昧模糊。このまますすめば結末は想像できる。そんな時、以前入院していた病院看護師さ

んが、倉光病院に転職されたと聞き、スリップして頼ることがない状態で、夜間ではあったが親切に対応してくれ、そこから今一度治療

をしてみようという気になり入院を決意しました。入院して、正直ホッとしたのを覚えています。当時のｱﾙｺｰﾙに振り回されていた私で

すが、憑き物が落ちたように倉光病院で働いています。このような未来が待っているとは考えもしませんでした。依存症は進行する病で

す。もし、過去の私のように悩んでいる方がいらっしゃったら、私たちと一緒に回復（治療）をはじめませんか？依存症には完治はあり

ませんが、回復はあります。 

 

 

 

当院には複数の回復スタッフが勤務しています。治療につ

ながるまでの体験をお伝えします！ 


